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1. History and Thinking of EAA 

-Relatively short history compared with AAA (60 years) and JAA (49 years) 

-Objectives of EAA 

 

2. Current Issues of Advertising Academy 

 (1)Interview for the President of EAA (Dr. P. Pelsmaker) 

 -Number of EAA members (almost one third of AAA/JAA) 

-Joint membership with AAA 

-Changing advertising industry is a big issue 

-Characteristics of ICORIA (open, accessible, relatively small, warm atmosphere) 

-Focused on advertising and marketing communication 

-2017 theme is “Power to consumer: How contents become message) 

(2)Interview for ex-president of AAA (Dr. J. Huh) 

-Number of AAA members are 425(2.8 times of EAA) 

-Advertising industry faced new trend and challenges 

1) Data: competition with data based marketing 

2) Personalization: how to communicate each person with appropriate advertising  

message 

   3) IoT: many data can be connected with SNS 

 -Issue of AAA is how to encourage advertising research 

 -Comparison with AAA and EAA 

 

3. Key Topics of ICORIA 2017 

(1)Keynote Speech”New Forms of Content: Research and Responsibility” (Dr. M. 

Nelson) 

-Change of media and multi-screen 

-Down trend of trust in media both US and EU 

-Ad blocking 



-Creativity: bold and provocative 

-What is our responsibility, and opportunity for research? 

(2)”Toward A Governance Framework of Advertising Output” (Dr. M. Kilgour et al.)  

 -Principle framework for governing agency relationship 

 -Key variables for agency governance 

 -A governance framework for advertising 

 -Contradiction between originality and appropriateness 

(3)”Beyond Demographics: Adding Emotional Variables to Enhance Media Planning” 

(Dr.D. Shultz et al.) 

 -Consumer impulsiveness and impulsive behavior 

 -Kahneman’s “Thinking Fast and Slow” 

 -System 1 and system 2 thinking 

 -Disinhibition scale and impulsiveness scale 

 -Time spent is critical variable 

(4)”Blood-Stories, Storyscaping Engagement in Transylvania” (Dr. A. Craciun) 

 -Blood problem in Romania 

 -Pay with blood campaign (Cannes PR silver) 

(5)”What is Advertising?”(J. Bullmore) 

 -Criticism to advertising 

 -Advertising and advertisement 

 -Definition of advertising (1991 vs 2017) 

 -History of advertising 

 

4. In order to Encourage Advertising Research 

 -Number of Advertising Academy Members of EAA/AAA/JAA 

 -Number of papers from 2015 to 2017 by EAA/AAA/JAA 

 -Some idea to encourage Japan Academy of Advertising 
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⚒
⚐
⚑
⚗
年
⚖
⚗
月
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
広
告
学
会
の
第
16

回
広
告
研
究
国
際
会
議
（
InternationalConference

on
Research
in
A
dvertising、
以
下
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ
）

に
参
加
す
る
機
会
を
得
た
。
こ
こ
で
の
見
聞
を
も
と
に
、
以

下
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
広
告
学
会

と
は
ど
の
よ
う
な
学
会
な
の
か
。
ア
メ
リ
カ
や
、
日
本
の
広

告
学
会
と
の
違
い
は
何
か
。
現
在
広
告
の
世
界
で
起
き
て
い

る
大
き
な
変
化
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。
ア
カ

ウ
ン
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
視
点

か
ら
興
味
深
い
点
は
何
か
。
日
本
の
広
告
業
界
や
、
広
告
学

会
に
参
考
に
な
る
点
は
何
か
。
こ
れ
ら
を
リ
サ
ー
チ
・
ク
エ

ス
チ
ョ
ン
と
し
て
、
論
を
進
め
て
い
く
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
広
告
学
会
（
Ｅ
Ａ
Ａ
）
の
歴
史
は
、
02
年
に

デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
、
フ
レ
ミ
ン
グ
・
ハ
ン

セ
ン
教
授
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
、
第
⚑
回
広
告
研
究

国
際
会
議
が
起
源
だ
。
本
年
で
60
周
年
を
迎
え
る
ア
メ
リ
カ

広
告
学
会
や
、
49
年
目
の
日
本
広
告
学
会
に
比
較
す
る
と
新

し
い
が
、
そ
の
活
動
内
容
は
広
く
深
く
、
参
考
に
な
る
点
も

多
い
。
第
⚑
回
会
議
の
開
催
主
旨
に
は
、
広
告
が
い
か
に
効

く
か
と
い
う
こ
と
と
、
広
告
そ
の
も
の
へ
の
理
解
が
劇
的
な

変
化
の
中
に
あ
る
と
い
う
現
状
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。
会

議
の
目
的
は
、
広
告
研
究
者
と
広
告
実
務
家
の
間
に
、
①
広

告
は
い
か
に
効
く
か
、
②
広
告
は
ど
う
モ
デ
ル
化
で
き
る
か
、

③
ど
う
す
れ
ば
広
告
に
つ
い
て
の
意
思
決
定
が
改
善
で
き
る

か
、
に
つ
い
て
共
通
理
解
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
会

議
の
発
表
者
に
は
、『
ブ
ラ
ン
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
理
論
と
実
際
』
の
共
著
者
で
あ
る
ラ
リ
ー
・
パ
ー
シ
ー
教

授
の
名
前
も
あ
る
。

そ
の
後
の
05
年
に
、
正
式
に
Ｅ
Ａ
Ａ
が
設
立
さ
れ
た
。
Ｅ

Ａ
Ａ
の
目
的
は
、
①
広
告
と
そ
の
応
用
分
野
（
実
務
）
に
お

い
て
、
質
の
高
い
研
究
の
普
及
と
活
性
化
、
②
広
告
研
究
者

と
広
告
実
務
家
の
専
門
的
な
関
係
や
結
び
つ
き
の
提
供
、
で

あ
る
。

06
年
の
第
⚕
回
会
議
か
ら
InternationalJournalof

A
dvertising誌
の
協
力
に
よ
り
、
論
文
賞
が
授
与
さ
れ
る
。

07
年
の
第
⚖
回
会
議
か
ら
は
、
Ｅ
Ａ
Ａ
の
総
会
も
同
時
開
催

さ
れ
る
。
10
年
か
ら
は
学
会
に
よ
る
書
籍
の
出
版
が
始
ま
り
、

現
在
ま
で
に
⚗
冊
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

⑴
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
広
告
学
会
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ｅ
Ａ
Ａ
会
長
で
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
大
学
教
授
の
パ
ト
リ
ッ

ク
・
デ
・
ペ
ル
ス
マ
ッ
カ
ー
氏
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
期
間

中
に
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
Ｅ
Ａ
Ａ
の
会
員
は
約
⚑

⚕
⚐
名
。
日
本
広
告
学
会
の
⚓
分
の
⚑
の
規
模
で
あ
る
。
Ｅ

Ａ
Ａ
の
単
独
会
員
の
ほ
か
に
、
ア
メ
リ
カ
広
告
学
会
（
Ａ
Ａ

Ａ
）
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
メ
ン
バ
ー
が
70
～
80
名
含
ま
れ
る
。

Ａ
Ａ
Ａ
と
の
交
流
は
盛
ん
で
あ
り
、
17
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ

の
基
調
講
演
は
Ａ
Ａ
Ａ
会
長
が
務
め
た
。
日
本
広
告
学
会
と

違
い
、
ほ
と
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究
者

で
あ
る
。
会
員
の
⚘
割
は
Ｅ
Ｕ
の
国
々
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ

ツ
、
英
国
な
ど
で
、
残
り
は
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
香
港
な
ど
で
あ
る
。

現
在
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
課
題
は
、
広
告
業
界
が
困
難
な
変
化

の
中
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
力
は
弱
っ
て

日経広告研究所報298号 54

⚑
、
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ロ
ッ
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広
告
学
会
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歴
史
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欧
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広
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学
会
の
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い
る
。
グ
ー
グ
ル
が
最
大
の
広
告
取
り
扱
い
を
持
ち
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
が
こ
れ
に
続
く
。
伝
統
的
な
広
告
会
社
は
苦
し

い
状
況
に
あ
る
。
テ
レ
ビ
の
た
め
に
Ｃ
Ｍ
を
作
っ
て
い
れ
ば

い
い
時
代
は
終
わ
っ
た
。

Ｅ
Ａ
Ａ
の
活
動
の
中
心
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
最
新
の
広
告
研
究
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
す
べ
て
の
こ
と
が
参
加
者
全
員

に
開
か
れ
て
お
り
、
自
由
な
学
問
の
環
境
が
提
供
さ
れ
て
い

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
Ａ
Ａ
Ａ
の
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
と
の
共

通
点
は
、
研
究
の
哲
学
、
目
的
、
焦
点
は
ど
ち
ら
も
広
告
と

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
だ
。

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
参
加
者
は
⚙
割
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
⚑
割

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
か
ら
。
Ａ
Ａ
Ａ
の
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、

こ
の
割
合
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ
は
⚑
⚓
⚐

名
程
度
の
参
加
者
の
比
較
的
小
規
模
な
会
議
だ
が
、
Ａ
Ａ
Ａ

の
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
大
規
模
で
あ
る
。
Ｅ
Ａ
Ａ
と
Ａ
Ａ
Ａ

は
密
に
協
力
し
合
っ
て
い
て
、
基
調
講
演
を
お
互
い
の
会
長

が
し
た
り
、
博
士
課
程
学
生
向
け
の
研
修
会
の
講
師
を
お
互

い
の
会
員
が
務
め
た
り
し
て
い
る
。

17
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
特
徴
は
、
テ
ー
マ
の
「
消
費
者

へ
の
力
：
コ
ン
テ
ン
ツ
は
い
か
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
る
か
」

に
限
定
せ
ず
、
広
告
に
関
す
る
い
か
な
る
テ
ー
マ
も
受
け
入

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
新
し
い
分
野
も
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
る
。
若
い
研
究
者
に
新
し
い
キ
ャ
リ
ア
を
作

り
上
げ
る
チ
ャ
ン
ス
も
提
供
し
て
い
る
。
17
年
に
は
、
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
の
博
士
課
程
を
終
え
た
女
性
が
、
ア
メ
リ

カ
の
大
学
に
職
を
得
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
い
い
点
は
、

小
規
模
で
す
べ
て
に
手
が
届
く
こ
と
。
⚑
⚓
⚙
の
研
究
発
表

に
、
最
新
の
研
究
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
人
々
に
簡
単
に
会
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

⑵
ア
メ
リ
カ
広
告
学
会
元
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ａ
Ａ
Ａ
の
元
会
長
で
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
の
ジ
ョ
シ
ー
・
ハ
ウ

教
授
に
も
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
Ａ
Ａ
Ａ
の
設
立
は

⚑
⚙
⚕
⚘
年
で
、
日
本
広
告
学
会
の
11
年
ほ
ど
前
の
こ
と
に

な
る
。
以
下
は
ハ
ウ
教
授
の
話
で
あ
る
。

17
年
⚓
月
現
在
の
会
員
数
は
⚔
⚒
⚕
名
で
あ
り
、
ア
メ
リ

カ
国
内
が
⚓
⚓
⚕
名
、
ア
メ
リ
カ
以
外
が
90
名
と
な
っ
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
以
外
の
国
で
は
、
日
本
が
13
名
、
カ
ナ
ダ
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
各
11
名
、
香
港
⚖
名
な
ど
で
あ
る
。
Ａ

Ａ
Ａ
と
Ｅ
Ａ
Ａ
は
ジ
ョ
イ
ン
ト
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
設

け
て
お
り
、
Ｅ
Ａ
Ａ
と
の
共
同
メ
ン
バ
ー
が
⚑
⚐
⚐
名
程
度

い
る
。

現
在
広
告
業
界
は
、
多
く
の
新
し
い
ト
レ
ン
ド
や
挑
戦
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第
一
は
、
デ
ー
タ
の
問
題
、
す
な

わ
ち
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
の
競
争
で
あ
る
。

プ
ロ
グ
マ
チ
ッ
ク
広
告
（
ウ
ェ
ブ
上
で
の
自
動
購
入
広
告
）

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
ア
購
入
、
広
告
出
稿
、
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
が
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
を
基
礎
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
デ
ー
タ
を
意
味
あ
る
形
で
分
析
し
、

こ
れ
を
戦
略
立
案
や
広
告
効
果
測
定
に
い
か
に
活
用
し
て
い

く
か
が
、
現
在
起
き
て
い
る
問
題
で
あ
る
。
第
二
は
、
パ
ー

ソ
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
個
人
向
け
情
報
伝
達
）
の
問
題
で
あ

る
。
こ
れ
は
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
、
適
切
な
広
告
を
い
か

に
送
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
の
人
に
ふ
さ
わ
し
い

タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
を
ど
う
す
る
の
か
。
そ
の
人
に
ふ
さ
わ
し

い
情
報
を
ど
う
す
る
の
か
。
そ
の
人
に
ふ
さ
わ
し
い
タ
イ
ミ

ン
グ
に
ど
う
情
報
を
送
る
の
か
が
問
題
に
な
る
。
行
動
タ
ー

ゲ
テ
ィ
ン
グ
と
し
て
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
が
既
に
実
施
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
現
在
で
は
、
モ
バ
イ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
と
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
人
の
位
置
情
報
を
捉
え
て
そ
の

場
所
に
ふ
さ
わ
し
い
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
や
商
品
の
紹
介
な
ど

も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
モ
バ
イ
ル
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
組
み
合
わ
せ
が
第
二
の
ト
レ
ン
ド
で
あ
る
。
第
三
は

Ｉ
ｏ
Ｔ
(InternetofT
hings)、
す
な
わ
ち
す
べ
て
の
も

の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
つ
な
が
る
世
界
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
技
術
は
非
常
に
発
達
し
て
い
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
の
位
置
情
報
と
組
み
合
わ
さ
れ
、
個
人
に
関
す
る
多
く
の

情
報
が
取
得
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
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グ
や
、
戦
略
立
案
に
応
用
さ
れ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
送
ら

れ
る
。
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
技
術
と
そ
れ
ら
は
組
み
合
わ
さ

れ
、
い
か
に
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
す
る
か
、
マ
シ
ン
ラ
ー
ニ

ン
グ
を
ど
う
高
め
て
い
く
か
、
人
が
し
て
い
る
仕
事
を
い
か

に
Ａ
Ｉ
に
変
え
て
い
く
か
が
、
ス
ピ
ー
ド
を
持
っ
て
実
現
し

つ
つ
あ
る
。

Ａ
Ａ
Ａ
の
課
題
と
し
て
は
、
い
か
に
広
告
研
究
を
さ
ら
に

活
性
化
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
特
に
若
い
研
究

者
の
育
成
に
努
力
し
て
い
る
。
現
在
、
ア
メ
リ
カ
の
広
告
業

界
と
の
協
業
は
あ
ま
り
盛
ん
で
な
い
。
ア
メ
リ
カ
は
、
⚔
Ａ

（
ア
メ
リ
カ
広
告
業
協
会
）
な
ど
広
告
団
体
は
大
き
な
組
織

で
あ
り
、
お
互
い
が
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
行
動
す
る
こ
と
が
多

い
。
調
査
研
究
を
い
か
に
実
務
に
生
か
し
て
い
く
か
は
、
⚑

つ
の
課
題
で
あ
る
。
後
は
広
告
の
教
育
を
、
広
告
の
変
化
に

応
じ
て
、
学
生
た
ち
の
身
に
付
く
よ
う
に
し
っ
か
り
や
っ
て

い
く
こ
と
。
ま
た
、
日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
会
と
の
協
力

も
よ
り
進
め
た
い
。
Ａ
Ａ
Ａ
と
Ｅ
Ａ
Ａ
を
比
較
す
る
と
、
ア

メ
リ
カ
は
歴
史
も
古
く
、
大
規
模
で
あ
り
、
会
議
も
学
会
運

営
の
大
き
な
会
議
を
し
て
い
る
。
ま
た
学
会
が
直
接
⚓
つ
の

学
術
誌
を
運
営
、
出
版
し
て
い
る
。
①JournalofA

d-
vertising,

②Journal
of

Current
Issues

and
R
e-

search
in

A
dvertising,

③Journal
of

Interactive
A
dvertising

の
⚓
誌
が
そ
れ
だ
。

一
方
、
Ｅ
Ａ
Ａ
は
や
や
小
規
模
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ
は
主

催
国
の
地
方
の
一
大
学
が
ホ
ス
ト
を
し
て
、
ロ
ー
カ
ル
フ
レ

イ
バ
ー
た
っ
ぷ
り
の
人
間
味
の
あ
る
会
議
と
言
え
る
。
Ｅ
Ａ

Ａ
は
提
携
関
係
は
あ
る
が
、
直
接
学
会
誌
を
運
営
し
て
い
な

い
。
し
か
し
、
研
究
の
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
世
界
最
高
の
レ

ベ
ル
の
も
の
が
集
ま
っ
て
お
り
、
遜
色
は
な
い
。

⑴
基
調
講
演

会
議
の
冒
頭
、
キ
ー
ノ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
が
、
Ａ
Ａ
Ａ
会
長

イ
リ
ノ
イ
大
学
教
授
の
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ネ
ル
ソ
ン
博
士
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
コ
ン
テ
ン
ツ
の
新
し
い
形
：

研
究
と
責
任
」
で
あ
っ
た
。

ネ
ル
ソ
ン
は
講
演
を
、「
あ
な
た
は
直
近
で
見
た
テ
レ
ビ

の
生
番
組
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
放
送
さ
れ
て
い
た
Ｃ
Ｍ
を
覚

え
て
い
ま
す
か
」「
あ
な
た
が
直
近
で
見
た
ウ
ェ
ブ
や
モ
バ

イ
ル
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
何
で
、
そ
の
ど
こ
か
に
ブ
ラ
ン
ド
名

は
あ
り
ま
し
た
か
」
と
い
う
質
問
か
ら
始
め
た
。
ほ
と
ん
ど

の
出
席
者
が
覚
え
て
い
る
広
告
を
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

ア
マ
ゾ
ン
や
グ
ー
グ
ル
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
や
自
分
の
使
う
メ
ー
ル
な
ど
で
見
た
ブ
ラ
ン
ド
名

は
覚
え
て
い
た
。
優
れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
は
人
々
の
記
憶
に
残

っ
て
い
る
。
ま
た
、
17
年
⚖
月
の
N
ative
Insider（
ウ
ェ

ブ
情
報
サ
イ
ト
）
の
、「
⚓
人
に
⚒
人
の
消
費
者
は
伝
統
的

な
広
告
よ
り
も
ブ
ラ
ン
デ
ッ
ド
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ほ
う
を
信

用
す
る
」
と
い
う
調
査
結
果
の
記
事
を
紹
介
し
た
(Media-

Post,2017

)。
現
在
人
々
は
、
テ
レ
ビ
、
Ｐ
Ｃ
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
多
様
な
ス
ク
リ
ー
ン
を
、

多
く
の
場
合
⚒
つ
以
上
同
時
に
見
る
マ
ル
チ
ス
ク
リ
ー
ン
の

状
態
に
あ
り
、
こ
れ
が
現
在
の
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
特
徴
で
あ

る
と
し
た
。

ギ
ャ
ロ
ッ
プ
社
の
17
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
人

の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
信
頼
度
は
、
01
年
の
53
％
か
ら
16
年

の
32
％
に
20
％
以
上
下
落
し
て
い
る
(Gallup,2016
)。
ま

た
Ｅ
Ｂ
Ｕ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
放
送
連
合
）
の
17
年
の
レ
ポ
ー
ト

に
よ
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
の
信
用
も
ゆ

ら
い
で
い
る
(European

Broadcasting
U
nion,2017

)。

テ
レ
ビ
を
信
用
す
る
人
が
50
％
に
対
し
て
信
用
し
な
い
人
が

46
％
、
新
聞
・
雑
誌
を
信
用
す
る
人
が
46
％
に
対
し
て
信
用

し
な
い
人
が
48
％
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
信
用
す
る
人
が
36

％
に
対
し
て
信
用
し
な
い
人
が
46
％
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
を
信
用
す
る
人
が
21
％
に
対
し
て
信
用
し
な
い
人
が
59
％

に
の
ぼ
る
。
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
起
き
て
い
る
こ
と

は
、
メ
デ
ィ
ア
そ
の
も
の
へ
の
信
頼
感
が
大
き
く
損
な
わ
れ

て
い
る
と
い
う
衝
撃
的
な
事
実
で
あ
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や

既
存
の
権
威
の
地
位
が
低
下
し
て
い
る
。
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー

ス
は
流
行
語
で
は
な
く
、
人
々
の
実
感
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
世
界
で
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
は

⚑
億
⚒
⚘
⚐
⚐
万
人
が
、
ア
マ
ゾ
ン
・
プ
ラ
イ
ム
・
ビ
デ
オ

は
⚘
⚕
⚐
⚐
万
人
が
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
は
15
億
人
が
視
聴
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
人
々
は
様
々
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
、

情
報
の
正
し
さ
を
吟
味
し
な
が
ら
、
放
送
、
動
画
、
映
画
な

ど
を
視
聴
し
て
い
る
。
市
場
調
査
会
社
のeM

arketer

に

よ
る
と
、
ア
ド
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
と
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
広
告
を
見
な
い
よ
う
に
す
る
ア
プ
リ
の
使
用
者
は
、
ド
イ

ツ
で
18
・
⚙
％
、
フ
ラ
ン
ス
で
12
・
⚘
％
、
英
国
で
は
11
・

⚔
％
に
の
ぼ
る
(eM

arketer,2017

)。
現
在
の
広
告
と
メ

デ
ィ
ア
に
関
す
る
状
況
を
、
ネ
ル
ソ
ン
は
次
の
よ
う
に
ま
と

め
た
。
私
達
は
あ
ま
り
信
用
す
る
こ
と
な
く
、
よ
り
多
く
の

メ
デ
ィ
ア
を
使
い
、
そ
し
て
ほ
と
ん
ど
広
告
を
見
て
い
な
い

と
。次

に
ネ
ル
ソ
ン
は
根
本
的
な
問
い
を
し
た
。「
今
い
っ
た

い
広
告
と
は
何
だ
ろ
う
」
と
。
そ
し
て
、
17
年
の
カ
ン
ヌ
ラ

イ
オ
ン
ズ
の
チ
タ
ニ
ウ
ム
・
Ｐ
Ｒ
等
⚔
部
門
で
グ
ラ
ン
プ
リ

日経広告研究所報298号 56
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を
受
賞
し
た
「
恐
れ
を
知
ら
な
い
少
女
」
や
、
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
・
エ
フ
ェ
ク
テ
ィ
ブ
ネ
ス
部
門
の
グ
ラ
ン
プ
リ
で
、
ゴ

ッ
ホ
の
寝
室
の
絵
を
再
現
し
て
泊
ま
れ
る
よ
う
に
し
た
「
シ

カ
ゴ
美
術
館
と
A
irbnb」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
紹
介
し
た
。

現
在
は
、
つ
ま
ら
な
い
情
報
は
す
ぐ
に
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ら
れ

て
し
ま
う
時
代
で
あ
る
。
ネ
ル
ソ
ン
は
17
年
カ
ン
ヌ
の
フ
ィ

ル
ム
部
門
の
審
査
委
員
長
を
務
め
た
ピ
ー
ト
・
フ
ァ
バ
ッ
ト

の
言
葉
を
紹
介
し
た
。
フ
ァ
バ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
審
査
の
中

で
、
勇
気
の
あ
る
こ
と
(bold)と
、
挑
発
的
な
こ
と
(pro-

vocative)に
つ
い
て
の
多
く
の
議
論
が
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
し
て
い
か
に
人
々
を
動
か
す
か
に
つ
い
て
。

ネ
ル
ソ
ン
の
質
問
は
続
く
。「
広
告
の
良
い
定
義
は
何
か
。

我
々
は
こ
れ
か
ら
の
広
告
を
い
か
に
研
究
す
れ
ば
よ
い
か
」。

研
究
者
、
広
告
主
、
市
民
、
視
聴
者
、
消
費
者
で
あ
る
我
々

は
、
次
の
よ
う
な
質
問
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
す
る
。

「
ど
こ
に
透
明
性
が
あ
る
か
。
誰
が
情
報
源
か
。
情
報
源
は

明
確
か
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
意
図
は
何
か
。
消
費
者
は
何
を
知

り
、
ど
ん
な
行
動
を
す
る
の
か
。
ど
こ
に
信
用
が
あ
る
の
か
。

い
か
に
広
告
主
は
信
用
を
獲
得
す
る
の
か
」。
そ
し
て
、
学

会
と
研
究
者
へ
「
ど
こ
に
広
告
研
究
の
機
会
が
あ
る
の
か
。

広
告
研
究
の
責
任
と
は
何
か
」
と
問
い
か
け
た
。

最
後
に
、
今
後
の
広
告
研
究
が
押
さ
え
て
お
く
べ
き
視
点

と
し
て
、
ま
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
で
普
及
し
て
い
る
グ
ー
グ
ル
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
の

影
響
。
ま
た
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
や
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現

実
）
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
新
し
い
形
と
人
々
の
関
わ
り
。

ま
た
新
し
い
理
論
や
課
題
と
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
レ
ス
ポ
ン
ス

理
論
、
物
語
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
理
論
、
ビ
ジ
ュ
ア

ル
に
よ
る
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
、
劇
場
（
シ
ア
タ
ー
）、
ウ
ェ

ブ
広
告
に
対
す
る
Ｆ
Ｔ
Ｃ
（
米
国
の
連
邦
取
引
委
員
会
）
の

規
制
、
広
告
リ
テ
ラ
シ
ー
の
知
識
・
責
任
・
教
育
な
ど
を
挙

げ
た
。

⑵
広
告
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

次
に
紹
介
す
る
の
は
、
Creative
Perfectionの
共
著

者
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
イ
カ
ト
大
学
の
キ
ル

ガ
ー
博
士
と
、
08
年
の
T
he
JournalofA
dvertisingの

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
特
集
の
編
集
者
で
あ
る
故
Sassar

と
K
oslow
ら
の
「
広
告
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
品
質
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
確
立
を
目
指
し
て
」
と
い
う
共
同
研
究
で
あ
る
(Kil-

gour
etal.,2017

)。
こ
の
研
究
は
、
優
れ
た
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ビ
テ
ィ
の
広
告
ア
イ
デ
ィ
ア
を
促
進
し
た
り
阻
害
し
た
り

す
る
、
組
織
的
要
因
に
関
す
る
意
欲
的
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
研
究
の
目
的
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
課
題
解
決
の
大

き
な
力
と
な
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
イ
デ
ィ
ア
に
焦
点
を

絞
り
、
優
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
の
広
告
物
を
創
り
出
す
た
め
に

必
要
な
組
織
の
統
治
や
、
開
発
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ア
プ
ロ
ー
チ
の
観
点
は
、
①
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
と
広
告
会
社
の
統
治
プ
ロ
セ
ス
と
は
い
か
な
る
も

の
か
、
②
統
治
プ
ロ
セ
ス
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
イ
デ
ィ

ア
へ
の
影
響
、
③
よ
り
良
い
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
イ
デ
ィ

ア
を
創
出
す
る
た
め
に
こ
の
統
治
プ
ロ
セ
ス
を
い
か
に
改
善

す
べ
き
か
、
の
⚓
つ
で
あ
る
。

ま
ず
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
広
告
会
社
に
抱
く
「
与
え
ら
れ

た
課
題
を
解
決
し
な
い
」「
自
分
達
の
利
益
だ
け
を
考
え
て

い
る
」「
高
い
金
を
払
っ
て
い
る
の
に
結
果
を
出
さ
な
い
」

等
の
不
満
に
つ
い
て
の
分
析
か
ら
始
ま
る
。
し
か
し
、
広
告

会
社
が
リ
ス
ク
を
恐
れ
て
無
難
で
つ
ま
ら
な
い
も
の
し
か
作

ら
な
い
と
い
う
の
は
間
違
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
広
告
会

社
は
リ
ス
ク
覚
悟
で
お
も
し
ろ
い
も
の
を
創
り
出
そ
う
と
し

て
い
る
の
に
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
リ
ス
ク
を
取
ら
な
い
こ
と

が
原
因
で
あ
る
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
開

発
を
始
め
、
お
金
を
出
し
、
最
終
的
な
意
思
決
定
者
で
も
あ

る
か
ら
、
広
告
開
発
プ
ロ
セ
ス
に
は
一
番
大
き
な
影
響
を
与

え
る
。

一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
イ

デ
ィ
ア
の
特
徴
は
、
目
新
し
く
、
斬
新
で
、
今
ま
で
に
あ
っ

た
も
の
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
与
え
ら
れ
た
状
況
に
対
し
て

際
立
っ
て
お
り
、
戦
略
に
合
致
し
て
い
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
に
と
っ
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
特
徴
の
中
で
キ
ル
ガ
ー
ら
は
、

①
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
(O
riginality)と
、
②
適
切
性
(A
p-

propriateness)に
注
目
し
、
こ
の
⚒
つ
の
要
素
は
二
律
背

反
の
関
係
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
適
切
性
の
過
度
の
強
調
に

よ
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
阻
害
は
、
以
下
の
よ
う
に
起

日経広告研究所報298号57

適切性

高い 低い

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

高
い

際立って優れた
アイディア

リスクの高い
アイディア

低
い

無難な
アイディア

平凡な
アイディア

出所）Kilgour & De Run(2013)を参考に筆者作成

図表⚑ 適切性とオリジナリティの関係
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こ
る
と
主
張
す
る
。「
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
ブ
ラ
ン
ド
・
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
リ
ス
ク
を
取
り
た
が
ら
な
い
」「
既
存
の
ブ

ラ
ン
ド
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
過
度
に
維
持
し
よ
う
と
し
て
、
広

告
の
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
制
限
す
る
」。
逆
の
ケ
ー
ス
で

は
、「
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
リ
ス
ク
の
許
容
を
明
確
に
意
思
表

示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
斬
新
な
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
に
富
ん
だ

ア
イ
デ
ィ
ア
が
開
発
さ
れ
て
い
く
」。
キ
ル
ガ
ー
ら
は
、
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
適
切
性
の
関
係
を
表
に
す
る
こ
と
で
、
明

確
に
説
明
し
て
い
る
（
図
表
⚑
）。

キ
ル
ガ
ー
ら
は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
セ
ス
を
理
解

す
る
た
め
に
は
、
組
織
内
の
力
関
係
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
プ
ロ
セ
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
ア
カ
ウ
ン
ト
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
や
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
使
用
す
る
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
・
ブ
リ
ー
フ
な
ど
の
様
々
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
そ
の
運

用
方
法
で
あ
る
。
そ
の
中
で
重
要
な
点
は
、
リ
ス
ク
の
許
容

度
と
、
様
々
な
参
加
者
の
動
機
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
と
広
告
会
社
の
関
係
が
広
告
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

プ
ロ
セ
ス
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
組
織
的
な
要
因
と
し
て
、

以
下
の
⚕
点
を
挙
げ
て
い
る
。
第
一
点
は
、
正
式
な
評
価
の

指
標
で
あ
る
市
場
調
査
と
コ
ピ
ー
テ
ス
ト
（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
調
査
）
で
あ
る
。
コ
ピ
ー
テ
ス
ト
は
い
か
に
活
用
さ
れ
る

か
で
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
適
切
性
に
異
な
っ
た
影
響
を
与

え
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
第
二
点
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
洗

練
度
。
こ
れ
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
ど
の
程
度
広
告
会
社
の
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
開
発
プ
ロ
セ
ス
を
理
解
し
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
よ
り
自
分
達
が
求
め
る
優
れ

た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
イ
デ
ィ
ア
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
プ

ロ
セ
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
、
よ
く
知
っ
て
い
る
の
で
余

計
な
コ
ス
ト
も
か
か
ら
な
い
。
第
三
点
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

の
市
場
拡
大
の
目
的
。
現
在
の
市
場
の
競
争
状
況
に
よ
り
、

ブ
ラ
ン
ド
の
目
的
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
四
点
は
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
サ
イ
ズ
。
大
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
適
切
性
を

重
視
し
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
に
は
厳
し
い
傾
向
が
あ
る
。
ま

た
大
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
、
広
告
会
社
が
リ
ス
ク
を
取
ろ
う
と

す
る
の
を
許
容
す
る
割
合
が
低
い
。
第
五
点
は
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
と
広
告
会
社
の
関
係
。
会
社
と
会
社
の
関
係
を
、
低
い

順
か
ら
、
⑴
納
入
業
者
、
⑵
パ
ー
ト
ナ
ー
、
⑶
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
の
代
行
者
、
に
分
け
て
い
る
。
ま
た
個
人
と
個
人
の
関

係
を
、
低
い
順
か
ら
、
①
ビ
ジ
ネ
ス
の
み
の
関
係
、
②
ビ
ジ

ネ
ス
上
の
友
人
、
③
個
人
の
親
し
い
関
係
、
に
分
け
て
い
る
。

一
番
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
低
く
な
る
の
は
、
⑴
納
入
業

者
で
①
ビ
ジ
ネ
ス
の
み
の
関
係
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が

高
く
な
る
の
は
、
⑶
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
代
行
者
で
①
ビ
ジ
ネ

ス
の
み
の
関
係
の
時
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

結
論
と
し
て
、「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
セ
ス
の
複
雑

さ
へ
の
理
解
が
大
切
な
こ
と
」「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
イ

デ
ィ
ア
を
考
え
る
上
で
の
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
適
切
性
の

二
律
背
反
の
関
係
を
理
解
す
る
こ
と
」「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

開
発
プ
ロ
セ
ス
は
、
扱
い
に
く
い
サ
イ
ク
ル
で
あ
り
、
リ
ス

ク
を
取
れ
る
大
胆
な
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
だ
け
が
克
服
で
き
る
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
」
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

⑶
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
超
え
て

次
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｃ
統
合
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
主
唱
者
シ
ュ
ル
ツ
教
授
ら
に
よ
る
発
表
で
あ
る

(Schulz
&

Block,2017

)。
こ
の
研
究
は
、
消
費
者
の
衝

動
的
行
動
ス
コ
ア
な
ど
の
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
要
因
を
、
現

在
マ
ー
ケ
タ
ー
や
広
告
会
社
が
行
っ
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ

ン
や
メ
デ
ィ
ア
購
入
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

従
来
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
や
メ
デ
ィ
ア
購
入
は
、
年
齢
、
性
別
、

収
入
、
学
歴
な
ど
の
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
デ
ー
タ
を
基

に
実
施
さ
れ
て
き
た
。
ウ
ェ
ブ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が

普
及
し
た
現
在
で
も
、
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
基
本
と
し

て
い
る
点
は
、
大
き
く
変
わ
っ
て
は
い
な
い
。
デ
モ
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
ス
に
消
費
者
の
心
理
的
プ
ロ
セ
ス
を
含
め
る
試
み
は
、

現
在
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
研
究
は
、
メ

デ
ィ
ア
・
ユ
ー
ザ
ー
が
瞬
間
的
な
判
断
を
す
る
傾
向
、
す
な

わ
ち
消
費
者
の
意
思
決
定
が
し
ば
し
ば
「
早
く
考
え
る
こ

と
」
を
基
礎
と
し
て
い
る
点
(Kahnem

an,2011

)に
注
目

し
、
衝
動
買
い
と
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
を
結
び
付
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
が
成
功

す
る
に
は
、
①
新
し
い
方
法
の
有
効
性
の
立
証
、
②
測
定
方

法
が
新
し
い
洞
察
や
、
新
し
い
要
素
の
計
測
を
も
た
ら
す
、

③
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
の
大
規
模
な
視
聴
者
を
測
定
可
能
で
あ

る
、
の
⚓
つ
の
基
準
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
に

⚒
種
類
の
心
理
テ
ス
ト
を
活
用
し
た
。
⚑
つ
が
、
外
部
の
刺

激
な
ど
の
た
め
に
、
一
時
的
に
抑
制
が
除
去
さ
れ
る
の
を
測

定
す
る
脱
抑
制
ス
コ
ア
(D
isinhibition
Scores)、
も
う

⚑
つ
が
衝
動
性
測
定
テ
ス
ト
で
あ
る
バ
ラ
ッ
ト
テ
ス
ト

(BarrattT
est)で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
が
運
ぶ
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
よ
る
、
消
費
者
の
購
入
決
定
へ
の
影
響
、
特
に
そ
の
衝
動

買
い
へ
の
影
響
を
テ
ス
ト
し
た
。
考
え
方
の
基
本
に
あ
る
の

は
、
人
間
の
意
思
決
定
に
は
⚒
種
類
あ
り
、
第
一
が
早
く
考

え
る
意
思
決
定
コ
ン
セ
プ
ト
、
第
二
が
ゆ
っ
く
り
考
え
る
意

思
決
定
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。
こ
れ
は
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞

を
受
賞
し
た
カ
ー
ネ
マ
ン
の
シ
ス
テ
ム
⚑
と
シ
ス
テ
ム
⚒
の
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考
え
方
で
あ
る
。

仮
説
と
し
て
は
、
マ
ー
ケ
タ
ー
が
市
場
で
使
っ
て
い
る
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
ウ
ェ
ブ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
わ
た

る
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
フ
ォ
ー
ム
は
、
そ
れ
ぞ
れ
消
費
者
に
異

な
っ
た
衝
動
買
い
の
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
16
年
12
月
に
⚑
万
⚖
⚖
⚔
⚔
人
の
18
歳
以
上
の
対
象
者

に
前
記
⚒
つ
の
心
理
テ
ス
ト
の
項
目
を
使
っ
て
ウ
ェ
ブ
調
査

を
実
施
し
た
。
結
果
は
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
相
関
を
認
め
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

⑷
様
々
な
多
様
性
を
持
っ
た
研
究

Ｅ
Ａ
Ａ
の
研
究
発
表
の
特
徴
に
、
多
様
性
の
あ
る
研
究
の

多
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
タ
イ
ト
ル
だ
け
を
見
て
も
、「
異
性

愛
と
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
の
消
費
者
へ
の
推
奨
広
告
に
お
け

る
性
的
な
ユ
ー
モ
ア
の
効
果
」「
民
族
的
に
対
立
す
る
モ
デ

ル
を
使
っ
た
広
告
：
多
民
族
文
化
に
お
け
る
広
告
の
未
来
の

た
め
に
」「
広
告
に
使
わ
れ
て
い
る
入
れ
墨
や
ボ
デ
ィ
ー
ペ

イ
ン
ト
を
使
用
し
た
モ
デ
ル
に
女
性
消
費
者
は
ど
ん
な
反
応

を
す
る
か
」
な
ど
、
刺
激
的
な
も
の
が
並
ぶ
。
日
本
の
教
育

界
や
学
会
で
は
、
性
的
な
問
題
の
議
論
な
ど
は
暗
黙
の
了
解

の
う
ち
に
避
け
ら
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
移
民
の

流
入
や
民
族
間
の
争
い
、
宗
教
の
対
立
な
ど
が
歴
史
的
に
も

地
理
的
に
も
避
け
て
通
れ
な
い
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
ま
た

現
在
の
、
排
外
主
義
や
国
家
主
義
的
な
動
き
の
中
に
も
、
反

移
民
や
対
立
す
る
宗
教
へ
の
反
発
が
根
底
に
あ
る
。
意
見
の

違
い
を
乗
り
越
え
て
、
自
由
で
オ
ー
プ
ン
な
議
論
を
受
け
入

れ
る
と
い
う
西
欧
民
主
主
義
の
理
想
を
見
た
気
が
す
る
。

ブ
カ
レ
ス
ト
大
学
の
ク
ラ
シ
ア
ン
教
授
に
よ
る
、「
血
の

物
語
：
ト
ラ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
に
お
け
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

の
物
語
」
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
(Craciun,2017

)。

ド
ラ
キ
ュ
ラ
伯
爵
を
生
ん
だ
ル
ー
マ
ニ
ア
で
は
、
献
血
に
対

す
る
拒
否
反
応
が
強
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
も
献
血
率
が

極
端
に
低
か
っ
た
。
こ
れ
に
危
機
感
を
持
っ
た
国
立
献
血
セ

ン
タ
ー
が
行
っ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、「
血
液
で
支
払
う
」

(Pay
w
ith
Blood)で
あ
る
。
ル
ー
マ
ニ
ア
国
内
の
若
者

に
人
気
の
あ
る
音
楽
祭
の
チ
ケ
ッ
ト
を
、
献
血
者
に
は
無
料

で
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
だ
。
あ
え
て

ド
ラ
キ
ュ
ラ
の
イ
メ
ー
ジ
を
使
い
、
テ
レ
ビ
番
組
で
の
Ｐ
Ｒ

と
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
上
の
ア
プ
リ
を
使
っ
た
拡
散
で
大
き

な
話
題
と
な
り
、
若
い
献
血
者
の
増
大
に
寄
与
し
た
。
東
欧

で
は
、
英
国
や
フ
ラ
ン
ス
に
比
べ
て
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ン

テ
ン
ツ
が
よ
り
効
果
が
高
い
と
い
う
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
16
年
の
カ
ン
ヌ
の
Ｐ
Ｒ
部
門
で
シ
ル
バ
ー
を
受
賞
し
て
い

る
。
自
国
の
歴
史
的
な
負
の
伝
統
を
逆
手
に
取
り
、
社
会
的

な
問
題
を
解
決
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
が
素
晴
ら
し
い
。

こ
れ
は
一
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
民
族
、
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
宗
教
な
ど
の
違
い
と
広
告
の
関
係
を
正
面

か
ら
取
り
上
げ
議
論
し
よ
う
と
い
う
、
日
本
よ
り
も
幅
広
い

視
点
や
、
物
事
の
捉
え
方
な
ど
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

⑸
広
告
と
は
何
か
（
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
バ
ル
モ
ア
）

最
後
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
出
席
者
に
配
布
さ
れ
た
英
国

の
広
告
協
会
の
『
広
告
へ
の
大
き
な
問
い
』
と
い
う
冊
子
か

ら
論
文
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
は
、
Ａ
Ａ
Ａ
会
長
の
「
広
告
と

は
何
か
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
⚑
つ
の
答
え
で
あ
る
。

バ
ル
モ
ア
は
、
英
国
を
代
表
す
る
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
出
身

の
広
告
に
関
す
る
思
想
家
で
あ
る
。
Ｊ
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ト

ン
プ
ソ
ン
の
ロ
ン
ド
ン
支
社
に
30
年
以
上
在
籍
し
、
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
の
ト
ッ
プ
、
Ｊ
Ｗ
Ｔ
ロ
ン
ド
ン
の
会
長
、
イ
ギ
リ

ス
広
告
業
協
会
の
会
長
、
Ｗ
Ｐ
Ｐ
の
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ソ
レ
ル

の
片
腕
な
ど
を
務
め
た
。
Behind
the
Scene
in
A
dver-

tisingな
ど
、
著
作
も
多
い
。
こ
の
Bullm
ore(1991)の

最
初
の
章
が
、「
広
告
と
は
何
か
」
で
あ
る
。

Bullm
ore(1991)で
バ
ル
モ
ア
は
、
広
告
へ
の
様
々
な

批
判
を
ま
ず
紹
介
す
る
。「
広
告
は
悪
魔
だ
」「
広
告
は
無
駄

だ
」「
広
告
は
小
さ
な
企
業
や
新
規
参
入
の
企
業
が
市
場
に

参
入
す
る
の
を
妨
げ
て
い
る
」
等
。
ま
た
広
告
へ
の
評
価
と

し
て
、「
広
告
は
経
済
を
動
か
す
主
動
力
で
あ
る
」「
広
告
は

変
化
を
起
こ
す
力
に
な
る
」
を
挙
げ
て
い
る
。
彼
は
広
告

(A
dvertising)と
広
告
物
(A
dvertisem
ent)を
次
の
よ

う
な
定
義
で
、
は
っ
き
り
と
区
別
し
て
い
る
。「
広
告
と
は
、

⚑
人
以
上
の
人
々
に
、
情
報
を
伝
え
た
り
、
影
響
を
与
え
よ

う
と
す
る
、
お
金
を
支
払
っ
て
行
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
る
」。
こ
の
定
義
の
中
に
⚕
つ
の
重
要
な
要
素
が
含

ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
①
お
金
を
払
っ
て
（
有
料
メ
デ
ィ

ア
）、
②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
送
り
手
と
受
け
手
を
つ

な
ぐ
）、
③
意
図
を
も
っ
て
（
目
的
を
達
成
で
き
な
い
場
合

も
あ
る
）、
④
伝
達
し
た
り
影
響
を
与
え
よ
う
と
す
る
（
伝

え
る
だ
け
で
な
く
説
得
を
含
む
）、
⑤
⚑
人
か
そ
れ
以
上
の

人
（
人
々
に
む
け
て
の
も
の
）
で
あ
る
。
ま
た
広
告
に
で
き

る
こ
と
と
し
て
、「
新
商
品
を
紹
介
で
き
る
」「
古
い
商
品
を

確
認
し
て
も
ら
え
る
」「
ブ
ラ
ン
ド
使
用
者
、
消
費
者
、
従

業
員
を
力
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
」「
そ
し
て
そ
れ
ら
を
ひ

っ
く
り
返
す
こ
と
も
で
き
る
」
点
を
挙
げ
て
い
る
。

一
方
広
告
物
と
は
、
広
告
が
運
ぶ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、

広
告
が
目
的
と
す
る
こ
と
を
人
々
に
達
成
し
よ
う
と
す
る
も
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の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
広
告
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

広
告
物
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
は
っ
き
り
と
区
別
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
マ
ス
広
告
全
盛
の
、
広
告
が
効
い
た

70
～
90
年
代
初
期
の
、
広
告
と
広
告
物
の
定
義
で
あ
っ
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
だ
現
在
、
バ
ル
モ
ア
は
広
告
と
は
何

か
を
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
メ
デ
ィ
ア
の
激
変
、

モ
バ
イ
ル
化
の
進
展
で
答
え
は
単
純
で
な
く
、
答
え
る
こ
と

自
体
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
広
告
と
広
告
物
の
違
い

を
は
っ
き
り
さ
せ
て
40
年
経
っ
た
が
、
今
で
も
こ
の
問
題
は

解
決
し
て
い
な
い
と
、『
広
告
へ
の
大
き
な
問
い
』
の
中
の

論
文
で
バ
ル
モ
ア
は
主
張
す
る
(Bullm

ore,2017

)。
広
告

に
つ
い
て
書
か
れ
た
多
く
の
著
作
の
中
で
、
広
告
（
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
）
と
広
告
物
が
同
一
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る

事
実
が
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
合
成
と
混
乱
は
、

広
告
行
動
の
自
由
を
奪
う
こ
と
は
な
い
と
彼
は
言
う
。
し
か

し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
特
徴
と
し
て
、
人
々
を
残
忍

に
す
る
点
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。
あ
る
種
の
人
々
は
、
残

忍
な
影
響
を
伝
播
す
る
使
い
方
を
し
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
で
の

炎
上
や
、
匿
名
に
よ
る
人
々
の
ひ
ど
い
言
質
、
テ
ロ
リ
ス
ト

や
政
治
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
よ
る
利
用
、
金
銭
的
な
強
盗
や

不
正
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

バ
ル
モ
ア
は
広
告
の
起
源
を
振
り
返
り
、
自
給
自
足
の
時

代
に
は
人
々
は
お
互
い
が
顔
の
見
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
、

物
々
交
換
で
生
活
を
し
て
い
た
。
そ
れ
が
産
業
革
命
を
経
て
、

大
量
生
産
、
大
量
輸
送
の
時
代
と
な
り
、
生
産
者
と
消
費
者

の
直
接
の
つ
な
が
り
は
失
わ
れ
、
新
し
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
紹
介
と
説
得
は
、
大
き
な
発
行
部
数
の
新
聞
や
雑
誌
に
取

っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
広
告
は
自
然
に
現
れ
、
必
然
的
に
ニ
ー

ズ
に
合
致
し
、
発
展
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
広
告
は
、
メ
デ
ィ

ア
の
発
展
に
資
金
を
提
供
し
、
メ
デ
ィ
ア
の
コ
ス
ト
を
下
げ

続
け
て
き
た
。
そ
れ
は
メ
デ
ィ
ア
の
経
営
に
貢
献
し
、
よ
り

良
い
編
集
内
容
を
助
け
、
健
全
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
発
展

に
寄
与
し
て
き
た
。
質
の
良
い
手
ご
ろ
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

と
、
映
画
・
演
劇
・
音
楽
等
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の

成
長
と
発
展
は
、
広
告
の
存
在
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

現
在
の
広
告
を
こ
う
定
義
す
る
。「
広
告
と
は
、
か
つ
て

お
金
を
払
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
、
特
に
人
々
に
伝
達
し
よ
う
と
し
た
り
、
影
響
を
与
え

よ
う
と
し
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
」。
無
料
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
人
々
の
推
奨
や
、
話
題
に
な
り
評
判
と
な

る
こ
と
で
、
様
々
な
情
報
の
価
値
が
決
ま
る
現
在
、
有
料
と

い
う
言
葉
を
バ
ル
モ
ア
は
取
り
去
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
広
告
の
全
体
性
で
あ
る
と
い
う
。

す
な
わ
ち
、
計
画
さ
れ
て
い
な
い
、
意
図
さ
れ
て
い
な
い
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
さ
れ
て
い
な
い
、
事
実
上
測
定
不
可
能
な

総
合
的
な
効
果
が
広
告
に
は
必
ず
存
在
す
る
と
主
張
す
る
。

す
な
わ
ち
、
現
在
の
広
告
に
は
す
べ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
存
在
す
る
、
ウ
ェ
ブ
、
ク
チ
コ
ミ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
、
Ｐ
Ｒ
、
マ
ス
広
告
。
有
料
、
無
料
を
問
わ
ず
、
新
し
い

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
限
り
、
ま
た
既
存
の
製
品
に
競
争

が
あ
る
限
り
、
決
し
て
な
く
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

Ｅ
Ａ
Ａ
は
、
歴
史
も
会
員
数
も
日
本
や
ア
メ
リ
カ
の
⚓
分

の
⚑
く
ら
い
で
あ
る
。
し
か
し
活
動
は
活
発
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｒ

Ｉ
Ａ
⚒
⚐
⚑
⚗
の
研
究
発
表
数
⚑
⚓
⚙
は
、
昨
年
の
日
本
広

告
学
会
の
全
国
大
会
研
究
発
表
数
20
の
約
⚗
倍
で
あ
る
。
ま

た
過
去
⚓
年
の
、
Ｅ
Ａ
Ａ
と
関
係
の
深
い
学
術
誌
Interna-

tionalJournalofA
dvertisingの
論
文
数
は
、『
広
告
科

学
』
の
約
10
倍
で
あ
る
（
図
表
⚒
）。
た
だ
し
、
Ａ
Ａ
Ａ
の

JournalofA
dvertisingも
論
文
数
は
『
広
告
科
学
』
の

約
⚙
倍
で
あ
る
。
量
的
な
差
だ
け
で
な
く
、
質
的
に
も
広
告

と
は
何
か
、
広
告
は
い
か
に
効
く
か
と
い
っ
た
本
質
的
な
質

問
に
基
づ
く
も
の
か
ら
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
、
性
や
、
民
族
と

広
告
な
ど
多
様
な
視
点
に
富
ん
で
い
る
。
図
表
⚒
に
は
、
近

隣
分
野
の
日
本
の
広
報
学
会
に
つ
い
て
も
参
考
の
た
め
掲
載

し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ
で
興
味
深
か
っ
た
点
は
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の

信
用
の
低
下
や
、
マ
ル
チ
ス
ク
リ
ー
ン
化
、
広
告
環
境
の
激

変
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
、
危
機
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と

い
っ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
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⚔
、
広
告
研
究
活
性
化
の
た
め
に

図表⚒ 世界の広告関係論文数 （本)

学会 学術誌 2015年 2016年 2017年 合計

ヨーロッパ
広告学会

International
Journal of
Advertising

37 46 44 127

アメリカ
広告学会

Journal of
Advertising

37 41 31 109

日本広告学会 広告科学 3 7 2 12

日本広報学会 広報研究 14 13 12 39

注）ヨーロッパ広告学会以外は学術誌は学会が直接運営。『広告科学』は、論文、研
究ノート、助成研究報告の合計。アメリカ広告学会はほかに学術誌を⚒誌持ち、実
際の論文数合計は⚒～⚓倍。
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で
、
人
々
が
興
味
を
持
ち
、
共
感
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
は
何

か
が
大
会
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ふ
と
こ
ろ

の
深
さ
、
人
々
を
受
け
入
れ
る
態
度
、
学
問
の
自
由
、
言
論

の
自
由
へ
の
信
頼
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

日
本
広
告
学
会
の
良
い
点
は
、
開
か
れ
た
、
ア
ッ
ト
・

ホ
ー
ム
な
学
会
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
地
方
ご
と
の
学

会
活
動
も
盛
ん
で
あ
る
。
欧
米
に
比
べ
て
、
実
務
家
の
比
率

も
高
い
。
広
告
業
界
に
学
会
活
動
に
熱
心
な
方
が
多
く
い
て
、

研
究
会
や
研
究
助
成
な
ど
広
告
業
界
と
の
協
同
が
多
く
見
ら

れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
広
告
業
界
と
学
会
の
人
の
行
き
来

も
比
較
的
見
ら
れ
る
。

一
方
、
日
本
の
広
告
研
究
活
性
化
に
欠
け
て
い
る
も
の
は

何
だ
ろ
う
。
近
年
、
英
国
の
教
育
専
門
誌
タ
イ
ム
ズ
・
ハ
イ

ヤ
ー
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル
の
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、

日
本
の
大
学
の
順
位
が
低
下
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
文
部
科
学
省
学
術
政
策
研
究
所
の
発
表
す

る
、
17
年
の
国
内
外
の
研
究
動
向
を
分
析
し
た
報
告
書
で
、

世
界
に
影
響
を
与
え
る
注
目
論
文
の
国
際
シ
ェ
ア
で
日
本
は

⚙
位
と
な
り
、
16
年
の
⚗
位
か
ら
順
位
を
下
げ
て
い
る
。
日

本
広
告
学
会
は
、
会
員
数
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
⚓
倍
以
上
、
ア

メ
リ
カ
を
超
え
て
い
る
。
し
か
し
研
究
発
表
数
や
、
論
文
数

で
は
大
き
く
差
を
空
け
ら
れ
て
い
る
。

人
々
が
学
会
に
入
り
た
い
理
由
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。
広
告

の
研
究
の
た
め
か
。
自
分
の
知
識
の
た
め
か
。
そ
れ
と
も
自

分
の
名
誉
や
地
位
の
た
め
か
。
そ
れ
は
人
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

だ
ろ
う
。
学
会
を
見
て
い
る
と
、
自
分
か
ら
研
究
発
表
を
し

た
り
、
論
文
を
書
い
た
り
す
る
、
広
告
研
究
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
る
人
。
研
究
会
や
全
国
大
会
に
は
参
加
し
、
人
の
発

表
を
聴
き
、
た
ま
に
は
質
問
を
し
て
、
自
分
の
知
識
を
増
や

そ
う
と
す
る
人
。
名
前
だ
け
で
、
研
究
会
で
も
全
国
大
会
で

も
顔
も
見
な
け
れ
ば
、
存
在
さ
え
知
ら
な
い
人
も
い
る
。
一

番
多
い
の
は
、
名
前
だ
け
の
人
。
活
性
化
に
は
、
積
極
的
な

人
を
増
や
す
以
外
に
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
す
そ
野
を
広

げ
た
り
、
敷
居
を
低
く
し
た
り
、
よ
り
多
く
の
人
が
研
究
や

発
表
、
論
文
執
筆
を
す
る
背
中
を
押
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

人
々
に
厳
し
く
対
応
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
受
け
入
れ
た
り

元
気
づ
け
た
り
す
る
仕
組
み
や
態
度
が
必
要
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
①
外
国
人
会
員
の
積
極
的
な
受
け
入
れ

（
特
に
日
本
に
近
い
ア
ジ
ア
の
人
々
）、
②
英
語
に
よ
る
研

究
発
表
や
論
文
の
受
け
入
れ
、
③
会
員
以
外
の
参
加
の
促
進
、

情
報
の
発
信
（
広
告
業
協
会
、
広
告
主
協
会
と
の
共
同
イ
ベ

ン
ト
等
、
ま
た
学
生
無
料
等
の
よ
り
開
か
れ
た
学
会
）、
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。
学
問
の
厳
格
さ
を
守
り
つ
つ
、
世
界
に

も
日
本
の
社
会
に
も
開
か
れ
た
、
た
め
に
な
り
、
参
加
し
や

す
い
、
仕
組
み
作
り
が
必
要
で
あ
る
。
広
告
研
究
の
さ
ら
な

る
活
性
化
、
海
外
へ
の
日
本
の
広
告
知
を
広
げ
る
努
力
を
願

っ
て
や
ま
な
い
。
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